
南部地域療育センターそよ風 2021年度保護者等からの事業所評価の集計結果  
１．自己評価概要 

実施時期 2022年 2月 7日～2月 18 日 回答方法 アンケート用紙による匿名回答 

回答状況 配布 55人、回答 41人、回収率 75 ％ 

公  表 2022年 3月 31日 

 

２．自己評価集計結果 

区

分 

チェック項目 はい どちらとも

いえない 

いいえ わか ら

ない 

保護者のご意見 ご意見を踏まえた対応 

1 

子どもの活動等のスペースが十分に確
保されているか 

35 4 2 0 

.人数の割には部屋が狭
いと感じます。ロッカーも
一人ひとつだと嬉しいで
す。 

・必要位に応じて遊戯室

や屋上を利用し、子ども

の活動が出来るようにし

ます。 

・ロッカーに関して、壁に

フックを付けるなどして対

応します。 

2 

職員の配置数や専門性は適切である
か。 

31 7 2 1 

・訓練の先生を増やして
ほしい（予約が取りにく
い） 
・外（公園）に行くときには
職員の数を増やしてくれ
るとありがたいです。 

・外出時は必要に応じて

応援体制を付けます。 

・ 

3 

生活空間は、本人にわかりやすい構造
化された環境になっているか。また障害
特性に応じ、事業所の設備等は、バリ
アフリー化や情報伝達等への配慮が適
切になされているか。 

33 6 0 2 

・完全にバリアフリーには
なっていないと思う。 
・少々自由に出入りしす
ぎるような気もします。 

・危険がある場合は鍵を

かけるなどの対応をしま

す。 

・段差を減らす工夫をし

ます。 

4 

生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる
環境になっているか。また、子どもたち
の活動に合わせた空間となっている
か。 

33 6 0 0 

・机に何日か前の食べ残
しがついていたことがあ
り、心配です。 

・机の使用前後は消毒を

徹底し、清潔を保ちま

す。 

5 

子どもと保護者のニーズや課題が客観
的に分析された上で、児童発達支援計
画が作成されているか。 

40 0 0 0 

・こちらの出来てほしいこ
とをくみ取ったうえで課題
が作られているとかんじ
る。 

 

6 

児童発達支援計画には、児童発達支
援ガイドラインの「児童発達支援の提供
すべき支援」の「発達支援（本人支援及
び移行支援）」、「家族支援」、「地域支
援」で示す支援内容から子どもの支援
に必要な項目が適切に選択され、その
上で、具体的な支援内容が設定されて
いるか。 

40 0 0 1 

・ガイドラインの知識が不
足しており判断できな
い。 
・適切であると思う。 

・不明な点は丁寧に説明

します。 

7 
児童発達支援計画に沿った支援が行
われているか 39 0 0 1 

・計画に沿った支援がさ
れていると思う。 

・引き続き発達支援計画

を作成していきます。 

8 

活動プログラムが固定化されないよう
工夫されているか 38 0 0 3 

・手先や、身体を使う活
動、他者を意識する活動
…いろいろできていて素
晴らしいと思う。 

 

9 

保育所や認定こども園、幼稚園等との
交流など、地域の子どもと活動する機
会があるか。 

5 8 18 10 

・関わりがないように思え
る、年少時よりそういった
機会を作ってほしい。 
・必要性を感じません。 

・菜の花との催し物から

交流をしていきます。 

10 
運営規定、利用者負担等について丁寧
な説明がなされたか。 39 2 0 0 

・入園時説明会により説
明を受けています。 

 

11 

児童発達支援ガイドラインの「児童発達
支援の提供すべき支援」のねらい及び
支援内容と、これに基づき作成された
「児童発達支援計画」を示しながら、支
援内容の説明がなされたか。 

39 0 0 1 

・説明はされたかもしれ
ないけれど自分の知識
不足により記憶に残って
いない。 
・されている。 

・その都度丁寧に説明を

していきます。 

12 

保護者に対して家族支援プログラム（ペ
アレントトレーニング等）がおこなわれて
いるか。 34 4 0 7 

・あまり機会がなかったよ
うに思います。 
・コロナ等制約がある中
で工夫して行われている
と思う。 

・規制がある中でできる

対応を工夫していきま

す。 



13 

日頃から子どもの状況を保護者と伝え
合い、子どもの健康や発達の状況、課
題について共通理解ができているか。 

39 1 0 0 

・バスの先生に伝えたこ
とが担任に伝わっていな
いことがあるので正確に
伝わるようにしてほしい
です。 
・連絡ノートはわかりやす
いです 

・職員間での丁寧な伝達

を行います。 

14 

定期的に、保護者に対して面談や、育
児に関する助言等の支援が行われて
いるか。 

35 3 0 1 

・コロナなので機会があ
まりなかったように感じ
る。 
・いろいろと相談にのって
いただいて感謝していま
す。 

・必要に応じて個人懇談

や親子療育、親子登園

日に助言などの支援を

行います。 

・相談を促す周知をしま

す。 

15 

保護者会の活動支援や保護者会等の
開催等により保護者同士の連携が支援
されているか。 29 11 0 1 

・コロナ禍で交流が少な
かった。 
・LINE、zoom 等により、
工夫して支援されてい
る。 

・親の会や親子登園日で

の交流を行います。 

16 

子どもや保護者からの相談や申し入れ
について、対応の体制が整備されてい
るとともに、子どもや保護者に周知・説
明され、相談や申し入れをした際に迅
速かつ適切に対応されているか。 37 2 0 0 

・いつも充分に手厚く対
応していただいている。
困り事も共有し、一緒に
考えてもらっている。結果
はもとより寄り添ってくれ
るだけで保護者としては
救われます。 
・一斉メールでタイムリー
に連絡を受けている。 

 

17 

子どもや保護者との意思疎通や情報伝
達のための配慮がなされているか。 

37 3 0 1 

・電話がつながりにくいこ
とが多く、困ることがあり
ます。 
・送迎時や連絡ノートで
やり取りができている。 

・電話対応は端的にし、

時間短縮を心がけます。 

18 

定期的に会報やホームページ等で、活
動概要や行事予定、連絡体制等の情
報や業務に関する自己評価の結果を
子どもや保護者に対して発信されてい
るか。 

36 2 0 3 

・休むことが多く、プリント
がたまってしまい見落と
してしまうこともある。情
報も遅くなってしまうの
で、可能であればきずな
ネットを活用してもらえる
と助かります。 

・必要に応じて個人に伝

えたり、絆ネットを用いて

発信をしていきます。 

・新たな伝達手段を考え

ていきます。 

19 
個人情報の取扱いに十分注意されてい
るか。 39 2 0 0 

・個人情報はおたより等
にてお知らせしてくれて
いる。（写真、ビデオ等） 

 

20  

緊急時対応マニュアル、防犯マニュア
ル、感染症対応マニュアル等を策定し、
保護者に周知・説明されているか。ま
た、発生を想定した訓練が実施されて
いるか。 

34 5 1 1 

・防災についてはあまり
知りません。災害や感染
症への配慮は知っていま
す。 
・定期的に行われていま
す。 

・頃中で親子での訓練ガ

ッできないため、防災訓

練の様子を伝えるおたよ

り等を考えていきます。 

21 

非常災害の発生に備え、定期的に避
難、救出、その他必要な訓練が行われ
ているか。 

39 2 0 0 

・されていると思う。  

22 

子どもは通所を楽しみにしているか。 

40 1 0 0 

・先生やお友だちとあそ
ぶことが楽しいようです。 
・本当に楽しそうに通って
います。 

 

23 

事業所の支援に満足しているか。 

39 2 0 0 

・家族だけではできない
体験をもっとさせてほし
かった。 
・子どもに寄り添った保育
をしてくださった。 

・今後も子どもたちの経

験を広げる取り組みを積

極的に行います。 

 
 

 

 

 

 

 

以上の結果を公表致します。頂いた意見をもとに、保育内容等の改善に努めていきます。 

アンケートへのご回答ありがとうございました 

管理者（園長）：佐藤明裕 

                      児童発達支援管理責任者：濱田美穂 

                      療育主任：小原千里 

 



  
  

  

事業所における自己評価結果（公表） 

公表：令和 4年 3月 26日                                     事業所名 南部地域療育センターそよ風                               

   
チェック項目  

は

い  

いい

え  
工夫している点  

課題や改善すべき点を踏まえた

改善内容又は改善目標  

環

境 

・ 

体

制

整

備 

1  
利用定員が指導訓練室等スペースとの関係で適

切である  
○  

親子登園の日や子どもの
状況によっては狭く感じ
る。 

・必要に応じて部屋以外のスペ
ースを活用する。 

2  職員の配置数は適切である  ○  
日々の体制によっては、
必要なクラスに職員をプ
ラスして配置している。 

 

3  

生活空間は、本人にわかりやすく構造化された環

境になっている。また、障害の特性に応じ、事業所

の設備等は、バリアフリー化や情報伝達等への配

慮が適切になされている  

○  
子どもに応じて工夫され
ている。 

・段差を少なくする工夫をする。 

4  

生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境にな

っている。また、子ども達の活動に合わせた空間

となっている  
 ○ 

完全にかけている場所
は、職員間で話し合って
直してきているが、まだま
だ心地よく過ごせる環境
は整っていない。 

・西館の自由なスペースの確保
→テラスを活用したり、隣のクラ
スとの交流を進める。 
・西館の網戸の修繕、本館の木
の扉の開閉修繕など、安全衛生
委員会からの意見を踏まえ、必
要な所から修繕する。 

業

務

改

善 

5  
業務改善を進めるための PDCAサイクル（目標設

定と振り返り）に、広く職員が参画している  
○  朝礼等で共有している。 ・ 

6  

保護者等向け評価表により、保護者等に対して事

業所の評価を実施するとともに、保護者等の意向

等を把握し、業務改善につなげている  

○  
毎年評価表を記入してい
ただき、業務改善に努め
ている。 

 

7  

事業所向け自己評価表及び保護者向け評価表の

結果を踏まえ、事業所として自己評価を行うととも

に、その結果による支援の質の評価及び改善の

内容を、事業所の会報やホームページ等で公開し

ている  

○    

8  
第三者による外部評価を行い、評価結果を業務

改善につなげている  
 ○ 

評価結果を共有する機
会がない。 

・第三者評価は実施していない。 

9  
職員の資質の向上を行うために、研修の機会を確

保している  
○  

年数に合わせたものを受
けるようにしている。 

・ 

適

切

な

支

援

10  

アセスメントを適切に行い、子どもと保護者のニー

ズや課題を客観的に分析した上で、児童発達支

援計画を作成している  

○  
顔を合わせる機会をつく
りながら話を聞く。 

 

11  
子どもの適応行動の状況を図るために、標準化さ

れたアセスメントツールを使用している  
 ○ 

書籍にて個々で確認して
いる。 

・支援計画などは使用している
が、標準化されたものは用いて
いない。 



  

の

提

供 
12  

児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドライ

ンの「児童発達支援の提供すべき支援」の「発達

支援（本人支援及び移行支援）」、「家族支援」、

「地域支援」で示す支援内容から子どもの支援に

必要な項目が適切に選択され、その上で、具体的

な支援内容が設定されている  

○    

13  
児童発達支援計画に沿った支援が行われている  

○  見直して振り返っている。   

14  活動プログラムの立案をチームで行っている  ○  
クラスのケースで、担任
同士が意見を出し合い、
あそび作りをしている。 

  

15  活動プログラムが固定化しないよう工夫している  ○  
工夫はしているが、あそ
びの幅を広げる努力が必
要。 

・他クラスや他事業所の実践から
学ぶ。 

16  

子どもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適

宜組み合わせて児童発達支援計画を作成してい

る  

○    

17  

支援開始前には職員間で必ず打合せをし、その

日行われる支援の内容や役割分担について確認

している  

○  

朝礼前に打ち合わせを入
れ、役割の確認、動きな
どを共有している。 
 

  

18  

支援終了後には、職員間で必ず打合せをし、その

日行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等

を共有している  

○  

終了後にできない場合
は、休憩のタイミングで話
せるところまでこまめに振
り返っている。 

・朝の朝礼前の時間に補えるよう
になった。 

19 
日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援

の検証・改善につなげている  
○  週案に記録している。   

20  
定期的にモニタリングを行い、児童発達支援計画

の見直しの必要性を判断している  
○  年に二回行っている。  

関

係

機

関

や

保

護

者

と

21  

障害児相談支援事業所のサービス担当者会議に

その子どもの状況に精通した最もふさわしい者が

参画している  

○  
クラス担任が参加し、行
っている。  

・状況に応じて行っている。 

22  
母子保健や子ども・子育て支援等の関係者や関

係機関と連携した支援を行っている  
○  必要時には行っている。   

23  

（医療的ケアが必要な子どもや重症心身障害 

のある子ども等を支援している場合）  

地域の保健、医療、障害福祉、保育、教育等の関

係機関と連携した支援を行っている  

○  
時間を使って医療関係者
と連携している。 

  



  

の

連

携

関

係

機

関

や

保

護

者

と

の

連

携 

24  

（医療的ケアが必要な子どもや重症心身障害 

のある子ども等を支援している場合）  

子どもの主治医や協力医療機関等と連絡体制を

整えている  

○  
緊急時に対応できるよう
に、母を通じて依頼、確
認している。 

  

25  

移行支援として、保育所や認定こども園、幼稚園、

特別支援学校（幼稚部）等との間で、支援内容等

の情報共有と相互理解を図っている  

○  
引継ぎ資料や、必要に応
じて巡回を行っている。 

 

26  

移行支援として、小学校や特別支援学校（小学

部）との間で、支援内容等の情報共有と相互理解

を図っている  

○  
引継ぎ表や、学校訪問を
必要に応じて行ってい
る。 

  

27  

他の児童発達支援センターや児童発達支援事業

所、発達障害者支援センター等の専門機関と連携

し、助言や研修を受けている  

○  

回数は多くないが、大府
のおひさまとオンライン研
修や、法人内同士では、
あつたと合同でケースを
することもある。 

  

28  

保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、障

害のない子どもと活動する機会がある  
 ○ 

菜の花保育園とはある
が、このご時世であまりで
きていない。 

・交流のねらいを持ったうえで園
庭など共有できる物を利用して、
感染に注意しながら交流の機会
を検討していく。 

29  
（自立支援）協議会子ども部会や地域の子ども・子

育て会議等へ積極的に参加している  
○  担当者が参加している。  

30  

日頃から子どもの状況を保護者と伝え合い、子ど

もの発達の状況や課題について共通理解を持っ

ている  

○  
連絡ノートで行っている。
伝え方にはもう少し工夫
がいる。 

・ビジネスラインなど新しいツー
ルの活用や、おたよりの写真を
非増やすなど伝え方を工夫す
る。 

31  

保護者の対応力の向上を図る観点から、保護者

に対して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニ

ング等）の支援を行っている  

○  

親子登園時に関わりなど
伝えるようにしているが、
コロナ禍で、難しさがあっ
た。 

・状況を見て、ペアレントトレーニ
ングに限らず親子での療育を取
り入れていく。 
 

保

護

者

へ

の

説

明

責

任

等 

32  
運営規程、利用者負担等について丁寧な説明を

行っている  
○  入園時に行っている。   

33  

児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提

供すべき支援」のねらい及び支援内容と、これに

基づき作成された「児童発達支援計画」を示しな

がら支援内容の説明を行い、保護者から児童発

達支援計画の同意を得ている  

○  
丁寧に伝えるようにはし
ている。 

 

34  

定期的に、保護者からの子育ての悩み等に対す

る相談に適切に応じ、必要な助言と支援を行って

いる  

○  
親子登園時や必要に応
じて個人懇談を行うよう
にしている。 

  

35  

父母の会の活動を支援したり、保護者会等を開催

する等により、保護者同士の連携を支援している  ○  
コロナ禍で、難しいことも
あったが、ZOOM などを
活用し、行ってきた。 

  



  

36  

子どもや保護者からの相談や申入れについて、対

応の体制を整備するとともに、子どもや保護者に

周知し、相談や申入れがあった場合に迅速かつ

適切に対応している  

○  できる限り対応してきた。 
 ・早受入れ、緊急保育等で対応
してきた。 

37  

定期的に会報等を発行し、活動概要や行事予定、

連絡体制等の情報を子どもや保護者に対して発

信している  

○  
月に一度のおたよりや、
行事のおたよりなどで、
発信してきた。 

・新たな情報ツールを用いて伝え
られるよう検討する。 

38  個人情報の取扱いに十分注意している  ○    

39  
障害のある子どもや保護者との意思の疎通や情

報伝達のための配慮をしている  
○  

ルビ打ちをしたり、個別に
伝えるなど対応してきた。 

  

40  
事業所の行事に地域住民を招待する等地域に開

かれた事業運営を図っている  
○  

 コロナ禍により、縮小し
てバザーやフェスを行っ
た。 

  

非

常

時

等

の

対

応 

41  

緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症

対応マニュアル等を策定し、職員や保護者に周知

するとともに、発生を想定した訓練を実施している  

○ （○） 
月に一度、訓練を行って
いる。 

・防犯マニュアルに関する対応
訓練は出来ていない。 

42  
非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出そ

の他必要な訓練を行っている  
○  定期的に実施している。  

43  
事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこど

もの状況を確認している  
○  

入園前や年度初めに、書
面で保護者と確認してい
る。 

 

44  
食物アレルギーのある子どもについて、医師の指

示書に基づく対応がされている  
○  

入園前や年度初めに保
護者と紙面で確認し、個
別の対応を行っている。 

  

45  

ヒヤリハット事例集を作成して事業所内で共有して

いる  
○  

事故が起きた翌日の朝礼
で周知してきた。ヒヤリハ
ットは、各自記入し、口頭
で報告している。 

 

46  

虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する

等、適切な対応をしている  
 ○   

・研修はできていないが（６/18 に
研修が予定されている）、事故報
告等で子どもにとっての対応につ
いては意見交換がなされている。
身体拘束の内容は支援計画に
記載したり、保育の中で身体チェ
ックを日々行っている。 

47  

どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかに

ついて、組織的に決定し、子どもや保護者に事前

に十分に説明し了解を得た上で、児童発達支援計

画に記載している  

○    

○この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。 

 


